





Development of neurological minor signs in normal children. 
1. Research for the variation of neurological minor signs 
in normal adults as control. 
TOSHIYA KAYAMURA， YOSHIMASA SAKAMOTO and ETSUKO MATSUYAMA 
はじめに








































年百位Y.lIJ 男子 女子 目十
20 37 48 85 
2J 28 29 57 
22 26 10 36 
23 6 7 13 









伸展現象 (96 . 3~ぢ)，変倹巡動(鏡像運動:95.0%，円 いては4段階評価法を採用した。








各検査の結果は，できるだけ数量で表現するように心 後に著者らが付加したものである。(表 2) 
表2 検査に用いたアンケート
No. なまえ (男・女) 記入年月日 ・l昭和 年月 臼



















いつも右手 ・たいてい右手 ・両方とも同じ位 ・たいてい左手・いつも左手 ・わからない
いつも右手・たいてい右手・両方とも同じ位 ・たいてい左手 ・いつも左手 ・わからない
いつも右手 ・たいてい右手 ・両方とも同じ位 ・たいてい左手 ・いつも左手 ・わからない
いつも右手 ・たいてい右手 ・両方とも同じ位・たいてい左手 ・いつも左手 ・わからない
いつも右手・たいていδ手・両方とも同じ位 ・たいてい左手 ・いつも左手 ・わからない
いつも右手 ・たいていお手 ・両方とも同じ位 ・たいてい左手 ・いつもた手 ・わからない
いつも右手 ・たいてい右手 ・両)Jとも同じ位 ・たいてい左手 ・いつも左手 ・わからない
いつも右手 ・たいてい布手 ・両方とも伺じ位 ・たいてい左手 ・いつも左手 ・わからない
いつも右す ・たいてい:(i手 ・両方とも!司じ位 ・たいてい友手 ・いつも左手 ・わからない
いつも.(j予 ・たいてい布手 ・両方とも同じ位 ・たいてい左手 ・いつも左手 ・わからない
( 2 ) 
萱村他，正常成人のNMS -161一
針を持つ














いつも右手 ・たいてい右手 ・両}jとも|台lじ位 ・たいてい左手 ・いつも左手 ・わからない
いつも右手 ・たいてい右手 ・両}jとも同じ位 ・たいてい左手 ・いつも定手 ・わか らない
いつも右手 ・たいてい右手 ・両}jとも同じ位 ・たいてい左手 ・いつも左手 ・わからない
いつも右手 ・たいてい右手 ・両}jともliJじ位 ・たいてい左手 ・いつも左手 ・わからない
いつも右目 ・たいてい右円 ・両方とも同じ位 ・たいてい左目 ・いつも左目 ・わからない
いつも右足 ・たいていお足・両}jとも向じ位・たいてい左足 ・いつも左足 ・わからない
-得点、が30-45点で， 15-17の項目について有利きや
採点は，各項目ごと 5段階で評価し，その合計を得点 在不IJきの条件iζ該当しない者
とした。なi日目?号が， 1，3，5，7，8，9， 1， 12， 141r 但し，次のような場合にはアンケー卜の内符を充分に
ついては， いつも右手 1点，たいてい右手 2点，I，tj f!fl解していないと考えて，削除した。
}jとも同じ位:3点，たいてい左手 ・4点.いつも左手 (1回答が右や左だけに片寄っている湯合
5点とした。 一万， 2， 4， 6， 10， 13の項目については (2115-1 7項目の全てがXである場合
そのi山ζ採点した。また，“わからない"に印のある湯 (31その他 記入もれの項目があったり.ひとつの羽U
合はその項目を除いた得点の合計点を14項目に比例換算l Iζ2つ以上Oを付けている場合など
した。 n Neurological minor sゅnsの後査方法及びその判
最小得点は14点，段大得点は70)点となり得点が高いほ 定，分析方法
ど左手1]きの傾向が強いと言える。 15-17の項目について NMSの検査は全て高速度ビデオシャッターカメラS
li，いつも右手:Ra，たいてい右手:Rm，両方とも K 10001- (円本事手おも機株式会社)を使って収録した。
同じ位:E，たいてい左手 Lm，いつも左手 :La，わ 1.片足跳び Choppingon one leg) 
































































































I e f t handedness 
b i handedness 4.00，。
right handedness 87.0% 
bi handedness 7.00'。
「ighthandedness 95.0。ん















































名中34名 (26.2%)が通過している。 男女}jIJでは，男子 見が得られている。






on right leg on left leg 
R O. 75 :t 2. 05 0.45 :t 0.99 
1 st ana. L 0.60 :t 1. 28 2.40 :t 2.20 
Bi 1. 63 :t 2. 74 0.13 土 0.33色晶晶晶色.‘ー.........ー............. ・..合，
R 2.70 :t 2.87 2.70 :t 2.93 
2 nd ana. L 3.50土 2，96 0， 80:t 1. 17 
Bi 0，80 :t・0，98 2，14 :t 2，03 
80 
「
















a 変換運動 』ζ栂~するもので，残りの9 . 1%は 2 1l:相当するものだっ
図51:.ti腕と左腕の15秒間での囲内田外の平均回転数 た。なお 31ζ相当する随伴運動は出現しなかった。
とその原準偏#..を示した。 出現率は，統計200名中89名 (44.5%)であった。乙
右利き全体では，右腕131.48:126.93回/155，ね腕 れを男女別でみると，男子100名中51名 (51.0%)，!x. 
108.58:122目28回/155であった。乙れを男女別にみる 子 1 00名中38名 (38.0~引となり，女子よりも男チで有
と，右腕では，~子 1 30 . 72 :1:27 . 02回/155，女子 132. 1 5 怠 (pく0.05)に多く出現した。
士26.66回/155て‘ある。左腕では，男子105.69士20.25 一方，これを利き側別でみると，右利き 182名中， 80 






別では，右腕の助合，男子11.50:121. 92回/155，女 する(すなわち，左腕の変換運動により惹起された)1)IJ 
子107. 50:1 17 .85回/155，左腕では，男子123.00士 合 (37.5%)は，左腕にだけ出現する(すなわち，-O腕
21.34回/155，!;r.子115.25士15.09回/155とな った。 の変倹運動tとより主主起された)割合 (23.8%)よりも有
乙のように，回転数は庄和lき全体でも男友別でも五腕が 窓 (P<0.05)1l:多L、。また，両利きでは，随伴述動は
右腕よりも多かったが，有意差は存在しなかった。 5名に出現したが， 5名全員が両腕でみられた。
両利きでは，全体では，右腕の場合， 132.25士17.64 3 .指持ち上げテスト
日/155，ft腕の場合， 1 1 4 . 75 士7 . 85回/ 1 55となり IJ~ 成熱度をみる意味で，両手ともに'I'm以外の術の同時
{jの間lζ有意6::(Pく0.05)がみられた。すなわち.右 犠kがみられなかった者の割合κ注目すると.全被検者
腕は左腕よりも干'ï~11:速く回転する。男友別に検討する 総計200名中100名 (50.0%)，男子では， 100名[IJ48
と.91チめ場合，右腕136.00士18.76回/155，左腕 名 (48.0労)，女子では， 100名中52名 (52.0労)で9J
16.17士8.77回/155で両者間iζ有意走 (Pく0.05)が ぷH1Hr.-{'j・怠kはみられなかった。
みられたため右腕夜位が明らかになった。女子の場合 -)j， 同時挙上がみられた残りの505杉の被倹症につい
該当者が l名であったので統計的考察はできないが.右 て，干IJき佃IJ別の出現ギをみると， A_玉利き 182名中91名
腕107回/155，左腕 105回/155であった ζ とを報告 (50.0%)，左利き10名中6名 (60.0%)，両利き 8名
しておく。 中3名 (37.59彰)となった。
b.随{宇巡動について 図 7は，同時挙上がみられた省を， i右手だけにみら。 ?? 100 
right 
37.501。





















。 50 10do 
lml| h Right Lef t right 同nd剖ness 23.1 01。 63.701。
h 
Lef t both 
国nd凶r活 s I 16)り。 50.001。 33.3。ん
h 





















































































































































































































































必)だけであった。とくに，左利きでは，片足跳ぴ33.3 5 )指持ち上げテスト :正常成人の成熟率は50%であっ
































( B) No. 59480237. の補助を得た。
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Summary 
The neurological minor signs in normal adults were investigated， tocheck up with developing children. The subjects 
consisted of 100 healthy male and female students each other. TIleir mean age was 21.5 yrs old (20.0 to 27.0 yrs old). 
百leywere classified into three groups. A) RH: right hardedness， B) LH: left handednes， and C) BH: bihandedness， 
according to the Crovitz and Zener's handednes questionna甘e.There were the quantitative analysis of minor neuro-
liogical signs in the viewpoint of handednes in adult as follows: 
1) RH were seen in 91 % and LH in 5 %， and BH in 4 % of 200 su bjects respectively. 
2) In hopping test on one leg， 65.0 % of the subjects could be hopping inside a circle 30 cm in diameter. 
Hopping on left in RH displayed more accurately than on right leg in RH， while the reverse tendency against RH 
were seen in LH. 
3) The diadochokincsis test in RH showed more speedy on right arm than on left arm statistic significnatly， asour 
(1) 
-170一 児童学
ordinary sense. In LH， the diadochokinesis test on the left arm was more skillful an on the right arm， but statistically 
insignifican t. 
4) More than 90 % of the diadochokinesis tests allied so・called"associated movements"， included in Touwen 's
score 1. As a whole， there were the associated movement with the diadochokinesis in BH appeared higher proportional-
ly than in RH and LH. 
And also four subjects belonged to RH presented‘1aw movement" without "mirror movement" or“synergysm邸内
of the contralateral upper extremity. 
5) In the fmger-lifting test， 50 % of the subjects was put through the lifting of the middle finger without associated 
movements of other fmgers. Of other rest subjects. 88.6 % showed the associated synergysmus of the index finger. 
6) Relation between the laterality and the initiated side of movement were discussed. 
( 12) 
